
　近年、地球温暖化と密接に関係があるといわれている異常気象が、世界中で発生しています。
　日本でも、台風による災害のほか、過去に例のない局地的な大雨や、線状降水帯による激しく降り続く雨などが、
各地で大規模な洪水や土砂災害を引き起こしています。
　いつ自分の身に起こるか分からない災害。とりわけ頻発する水害に対し、事前にリスクや防災・減災のポイント
を知り、命を守るため、今できることから備えましょう。

●問い合わせ　消防防災課（本庁舎別棟 1階　☎33－1191　ｆ33－1011）
　　　　　　　危機管理課（本庁舎別棟 1階　☎33－9119　ｆ33－1011）
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～家の周辺の安全確認・事前の対策～

※松本市では、土のう袋の配布は行っていません。必要な場合は各自でご用意ください。

非常持出袋の準備の参考に！

土のうがなくても大丈夫！家の浸水防止策

まずは　　　　　　　　　　で確認！ハザードマップ
　100年に 1 度・1,000年に 1 度の大雨が
降ったときに危険な場所
・浸水の恐れがある場所
・土砂災害の危険がある場所
・活断層の位置
・指定避難所・指定緊急避難場所
が確認できます。
　浸水の深さによって色分けされ、自宅
の危険度を知ることができます。

　ハザードマップは、昨年、全戸へ配布しました。
現在は、消防防災課、地域づくりセンターで受け

取ることができるほ
か、市ホームページで
ご覧いただけます。

　玄関前に隙間なく詰めると浸水
を軽減できます。段ボール箱
に入れると強度が増します。

◆水のうと板で
　簡易止水板

　玄関等の出入口
を長めの板などで
ふさぎ、水のうで
固定すると浸水を
軽減できます。

◆プランターとレジャーシートによる止水
　土を入れたプランターを、
レジャーシートで巻き込み
止水に活用します。

◆ポリタンクとレジャーシートで止水
　10～20リットルのポリタン
クに水を入れ並べ、レジャー
シートで巻き込みます。
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◆ごみ袋2、3枚重ね、水を入れて簡易水のう
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災害によって違う！避難行動パターン
災害時の避難行動は、洪水・土砂災害と地震では異なります。
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避難生活

いま一度
確認！

指定避難所
へ移動

初期行動
町会の一時集合場所に
集まり安否確認

洪水・土砂災害
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3つから選択
❶立退き避難 ❷屋内安全確保 ❸立退き避難

地区公民館等
への避難

ホテルや知人宅
等への避難

建物の 2階等へ移動

※�土砂災害警戒区域
の方は立退き避難

チャンネル

非常持出袋の準備の参考に！

下水の逆流を防ぐ！
水のうで逆流防止

　急激な水位の上昇で下水が逆流し、
トイレなどから水が噴き出ることがあ
ります。ビニール袋に水を入れた水のう
を置くと、逆流を抑える効果があります。

＃1.地震編

＃3.実践編 ＃4.避難編

＃2.風水害編

防災のスペシャリスト！
危機管理課の宮坂防災専門官➡
が分かりやすく解説しています。

その他、
おすすめの
非常持出品等を
「松本のシンカ」
チャンネルで紹介
しています▶

手袋
厚手の軍手などがある
と便利

上履き
避難所は、衛生管理上、
土足禁止のため必須

水・食料
避難所に随時届くため、
　最低、水：500mlを 1 本
　　　　食料： 3食分　
　　　　　を準備する

アルミ製ブランケット
避難の際の保温に便利。
毛布などは避難所に常備

非常持出袋は背負える形
両手は自由に動かせるようにしておく

「非常持出袋」

避難場所 町会一時集合場所

分かりやすい！
防災動画配信中

家財を守る！
浸水を避けるため、家財を 2階などの高い場所へ上げる。
◆重要書類、高価な家電製品、数日分の衣類は、高い位置へ移動

◆あらかじめ、高い位置に棚を作っておく
◆自家用車は、早めに安全な場所へ。
　移動できない場合は、エンジン部分を上げておく

◆畳を食卓の上など、少しでも高い場所へ上げておく

防災無線を聞き逃したら…
【テレホンサービス】
☎0120－07－8686

または
☎36－8686

で確認できます。
※48時間以内に放送されたもの
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